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１．はじめに 

沖縄地方では，降雨時に畑地からの赤土流出が発生して，水質汚濁や土砂堆積により公

共用水域の環境に悪影響を与えている．このため，畑地からの赤土流出対策が急務である．

農地からの土砂流出対策技術の一つとして草生帯がある． Shiono et al.（2007）は，芝草

であるセンチピードグラスを用いた草生帯の赤土流出対策に対する有効性を報告している．

しかし，草生帯の各種条件と対策効果の関係が十分に示されておらず，多様な条件が想定

される現地圃場において合理的かつ適切な草生帯の設計を行うことができない．  

そこで，草生帯の土砂捕捉過程を再現するモデルを用いた解析を行って，センチピード

グラスを用いた草生帯の赤土流出削減率と諸因子との関係を明らかにした．  

２．シミュレーションの方法 

 草生帯の土砂捕捉過程を再現するモデルは，草生帯に流入して通過する表面流出水の流

れの状況と，流水に含まれる土砂輸送量や沈降に伴う堆積状況の変化を再現する（Fig.1）．

モデルの基礎式は，表面流出水の流れを表す１次元の不等流式と土砂の連続式から構成さ

れる．本モデルは，センチピードグラスを用いた草生帯の赤土流出対策に関する野外試験

（沖縄県名護市嵐山圃場で実施）おける赤土流出の観測結果をおおむね再現し，現地適用

性が確認さている（塩野ら，2007）．  

草生帯の赤土流出軽減率を求めるためのシミュレーションでは，現地で想定される草生

帯の長さ，地形勾配，草生帯上流側の表面

流出水の流入流量および土砂濃度をモデル

に入力して数値計算を行い，草生帯を通過

した表面流出水の土砂濃度を算出した．算

出された土砂濃度を草生帯上流側の土砂濃

度と比較することにより，赤土流出軽減率

を求めた．  

３．結果と考察  
3.1 感度分析： 草生帯の赤土流出軽減率

への影響度が高い因子を明らかにするため

に，感度分析を行った．分析対象の因子は，

流入水の単位幅流量，流入水の土砂濃度，
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Fig.１ 草生帯による赤土流出対策の概念図 
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草生帯の流れ方向の長さ，地形勾配の４因

子とした．草生帯の赤土流出軽減率に関す

る感度分析結果を Fig.2 に示す．赤土流出

軽減率は，流水の流れ方向の草生帯の長さ

と草生帯に流入する表面流出水の流量を変

動させた場合に大きく変動し，各因子の変

動範囲は 32.1～91.7％と 40.6～70.2％であ

る．赤土流出軽減率は，これらの因子の影

響を受けやすいと判断される．一方，流入

する表面流出水の土砂濃度と地形勾配の変

化による赤土流出軽減率の変動範囲は小さ

く，これらの因子の影響を受けにくいと判

断される． 

3.2 草生帯の赤土流出軽減特性： シミュ

レーション結果に基づき，草生帯の赤土流

出軽減率と感度分析において草生帯の赤土

流出軽減率への影響度が高いと判断された

２つの因子（流水の流れ方向の草生帯の長

さと草生帯に流入する表面流出水の流量）

との関係を Fig.3 に示す．草生帯の赤土流

出軽減率は 32.1～92.6％の範囲と算出され

た．赤土流出軽減率は，草生帯の流れ方向

の長さの増加とともに増加している．この

ことは、すでに報告されている現地観測結

果（Shiono et al., 2007）と同じ傾向である．

また，赤土流出軽減率は，草生帯に流入す

る表面流出水の単位幅流量が増加すると減

少するという傾向がみられた．  

草生帯の流れ方向の長さの増加分に対す

る赤土流出軽減率の増加割合は，草生帯の

流れ方向の長さが増加すると低下し始め，

単位幅流量が小さい場合，長さが 3m 以上

ではわずかとなる．本シミュレーションで

の設定条件では，赤土流出軽減のためのセ

ンチピードグラスを用いた草生帯の効率的

な設置長さは 3m 程度までが効率的であると判断される．  
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Fig. 2　草生帯の赤土流出軽減率に関する感度分析

結果．Result of sensitivity analysis on sediment
removal efficiency of grass strip. 各因子を現地で想定

される範囲で変化させた場合．流入水の土砂濃度
1,000～10,000ppm，勾配1.5～10%，単位幅流量
1.0×10-4～8.0×10-4m2/s，草生帯の流れ方向の長さ0.5
～10m．ベースケースは，流入水の土砂濃度
5,000ppm, 勾配3％，単位幅流量2.0×10-4m2/s，草生

帯の流れ方向の長さ1.5m．
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Fig. 3　草生帯の流れ方向の長さと赤土流出軽減率

との関係．Relationship between sediment removal
efficiency and length of grass strip. 図中のq は単位幅

流量を示す．q =1.0×10-4～8.0×10-4m2/sは，圃場の斜

面長40m，降雨強度が18～144 mm/h，流出率0.5の
時に発生する量．
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